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旧陸軍岩鼻火薬製造所跡出土の煉瓦について
西井 佐織
旧陸軍岩鼻火薬製造所は明治１５年から昭
和２０年まで群馬県高崎市岩鼻町において操
業した当時国内でも有数の軍需工場であり、
ダイナマイトをはじめさまざまな火薬を製造
していた。しかしそれだけ大規模な工場であ
ったにも関わらず、現在にその様子を伝える
史料は少なく実態が明らかになっていない部
分も多い。本稿では工場跡地で出土・採集し
た煉瓦を取り上げ、その煉瓦自体からの情報
による製造年代の推測を行い、戦跡考古学の
意義もふまえ文献には書かれていない事実を
明らかにすることを試みた。
遺物を赤煉瓦と耐火煉瓦の２種類に分類し、
赤煉瓦についてはその形状に注目して分析を
行った。焼成窯の変遷を追って焼き上がりの
色の違いを調べたり、時代ごとに流行の違う
寸法、目地材料、煉瓦の成形法、製造所の刻
印を手がかりとして製造年代を推測した。ま
た耐火煉瓦については、煉瓦の表面に刻まれ
た刻印から製造所の割り出しを行い、その製
造所の操業年代を調べることによってそこで
製造された耐火煉瓦製造年代を推測した。
さらに赤煉瓦については、知られざる赤煉
瓦の解明も試みた。その結果、関東大震災以
前に煉瓦の耐震技術はほぼ確立していたこと
が明らかになった。関東大震災で脆くも崩壊
した煉瓦建造物の大半は、何らかの理由によ
って手抜き工事や突貫工事で建設されたもの
であったのではないかと考えられるのである。
これまでの分析をふまえ、私は以下の結論
を導き出した。一つ目は煉瓦自体からの情報
のみによっても、文献による調査と大差ない
結果がでるということである。二つ目は、岩
鼻火薬製造所の煉瓦建造物は耐震性に優れて
いたこと、これは目次材料に当時非常に高価
であったセメントモルタルが使われていたこ
とからいえる。そして三つ目は、岩鼻火薬製
造所において建物に関しては細心の注意が払
われているにも関わらず、そこでの作業環境
は劣悪なものであったということである。
岩鼻火薬製造所跡採集の耐火煉瓦
石川県の中世井戸について ―井戸内部施設
と掘方の関係性についての一考察―
寶積 芳浩
井戸の研究は長年の成果がある。それらの研
究において、井戸側の素材や構造が井戸の型
式分類やその後の検討において重要である場
合が多い。ところが石川県内の井戸の発掘状
況を見てみると井戸側の部分の施設が無いも
のが多い。これらの井戸の掘方を見てみると
円筒形・擂鉢型に掘り下げているものの他に、
途中で掘る方向を変えるもの、段をつけて掘
っているものがある。素掘りにするならば掘
る方向を変えたり、段を付けたりするような
手間をかける必要はなく、掘る方向を変えた
り段をつけるのは、何らかの井戸側施設を設
ける際の手間ではないだろうかと考えた。そ
こで、井戸の型式と掘方の断面形の関係性に
ついて見ていくことにした。石川県内で検出
された井戸遺構で、井戸側施設の分かるもの
を取り上げ、井戸の型式として石組の井戸、
方形板組型の井戸、積み上げ型の井戸、刳抜
き型の井戸に分類した。さらに、これらと同
じ井戸側を持つものを他の時代にも求め資料
を補強した。また取り上げた井戸の掘方断面
形の分類については 種類に分類できた。さら19
にこの 種類を段を持たず掘る向きも変えない19
掘方をⅠ群、途中で掘る向きを変える Ⅱ群、
段を一回つけるものをⅢ、Ⅱ群とⅢ群の要素
をともに持つものをⅣ群、段を２回以上つけ
るものをⅤ群と大きくとらえた。
その結果井戸の型式と掘方には明確な関係性
は見えないものの、検出例が少ないⅡ、Ⅳ、
Ⅴ群には石組が検出されなかった。これらは
例外的な掘方といえるが、木を素材とする井
戸側施設を持っていた可能性が強いといえる
と考えられる。
出土駒の造形に関する一考察
本田 和裕
現在の日本で頭脳的なゲームとして囲碁と
並んで多くの人々に愛され、また、それを指
すことを生業とする「棋士」という特異な職
業をも生み出した盤上遊戯「将棋」は、その
名前からも想像できようが、非常に古い歴史
をもつ遊戯の一つである。
そのため、全国の遺跡からの駒の出土の報
告例が多くあるのだが、出土駒についてのこ
れまで成されてきた研究は、出土駒を考慮に
は入れるものの、あくまで文献史や民俗学的
なアプローチの補助的役割といった性格が強
